
 

 
 

 
2021 年 3 月 15 日 

各位 
 

クルクミン及びクルクミン類縁体／誘導体の新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）治療薬としての可能性検討に関する共同研究契約締結の

お知らせ 

 
 レキオファーマ株式会社（代表取締役社長：奥 キヌ子、本社：沖縄県那覇市松山二丁目 1 番 12
号、以下、レキオファーマ）とインタープロテイン株式会社（代表取締役社長：細田 雅人、本社：

大阪市北区豊崎三丁目 10 番 2 号、以下、インタープロテイン）は、クルクミンのドラッグ・リパ

ーパシング及びクルクミン類縁体／誘導体からの創薬探索研究を通じ、COVID-19 治療薬の開発

を目的とした共同研究契約を締結しましたのでお知らせ致します。 
 

本共同研究において、両者は、レキオファーマのクルクミンに関する豊富な知識及び経験とイ

ンタープロテインの基盤技術である AI-guided INTENDD®を結び付け、クルクミンの COVID-
19 治療薬としての可能性を評価すると共に、クルクミン類縁体／誘導体からの新規 COVID-19
治療薬の同定に共同で取り組みます。 
 
 

クルクミンについて： 
クルクミンは、ウコンの根茎に含まれる黄色のポリフェノール化合物で、抗炎症作用、抗酸化作用

等の多様な薬理学的活性を有することが報告されています。最近の研究において、クルクミンは、

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の 3CLpro（メイン・プロテアーゼ）の活性や S 蛋白質とそ

の受容体である ACE2 の相互作用を阻害することによって COVID-19 患者の症状を改善する可能

性が示唆されています。 
 
レキオファーマについて： 
レキオファーマは 1991 年に創立した沖縄県那覇市に本社を置く創薬ベンチャーです。2005 年に

ベンチャーによる新薬承認としては日本初となる内痔核硬化療法剤「ジオン注」を三菱ウェルファ

ーマ株式会社（現 田辺三菱製薬株式会社）との共同開発により上市しました。その後、クルクミン

の多様な薬理活性に注目し、クルクミンを主成分とするサプリメントを科学的根拠（エビデンス）

に基づいて開発し、販売しています。 
https://www.lequio-pha.co.jp/ 
 
インタープロテインについて： 
インタープロテインは低分子医薬及び立体構造規制ペプチド医薬の探索的研究を、それぞれ AI 導

入活性予測システムである AI-guided INTENDD® (INTerprotein’s Engine for New Drug Design) 
及び HLHP (Helix-Loop-Helix Peptide) 技術に基づいて取り進めています。 AI-guided 
INTENDD®を用いることにより、創薬標的蛋白質及び低分子リガンドの 3 次元構造から、そのリ

ガンドの活性を正確に予測することが可能です。インタープロテインは、ドラッグ・リパーパシン

グや新規医薬品 (new chemical entity、NCE) による 3CLpro 阻害に加え、HLHP による NKG2A
阻害を通じ、COVID-19 の治療に包括的に取り組んでいます。 
http://www.interprotein.com/jp/index.html 
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